
1　はじめに

　日本語と朝鮮語の使役表現における対応関係に

ついては、今まであまり研究されていないように

見受けられる。だが、それぞれの表す意味から分

析してみると、その複雑さが分かってくる。例え

ば、朝鮮語の接尾辞の使役形は日本語の他動詞、

「～（さ）せる」と対応するが、「 」使役

形は日本語の「～（さ）せる」や「～ようにする

（言う）」と対応する。本稿では、日朝両言語の使

役表現がどういう場合にどのような対応関係をも

つかを主な考察対象とするが、朴（1977）の韓

国語動詞の分類を手掛かりとする。朴（1977）は、

動詞の性質に関するＷ . I. Ｃ hafe（1970）の説

を採用して、韓国語（朝鮮語）の動詞を

①状態を表す状態動詞（形容詞･指定詞・存

在詞）

②状態の変化を表す過程動詞（自動詞）

③動作を表す動作動詞（自動詞･他動詞）

④動作とその結果としての状態を表す動作過程

動詞（他動詞）

に分類している。

2　日朝両言語における使役の概念

　寺村（1982）によると使役とは、あるもの（Ｘ）

の動作・作用が、本人以外の存在（Ｙ）を必要と

するものであるか否かに関わりなく、ある事象が

Ｘを主役として描かれる場合、「Ｘが（Ｙヲ／ニ）

～スル」という描き方になるが、その事象につい

ての当事者でない、つまり第三者であるもの（Ｗ）

が、新たに舞台のできごとと関わりをもつ者とし

て登場し、それが主役としてはじめの事象がいわ

ば描きなおされる（注１）とき、……Ｗがその事

象の出来に何らかの責任がある、という表現であ

る。

　さて、氏の言った「責任」とは、日常生活の中

で、政治・道徳・法律などの観点から非難される

べき責任とは違うということを前もって断ってお

きたい。氏の言った文法用語としての「責任」に

は次のような意味合いが含まれている。

１）ある事象を惹き起こす働きかけ

　（１）　母親が子どもに牛乳を飲ませる。

　（２）　先生が生徒に本を読ませる。

２）ある事象の実現を妨げようとすれば妨げら

れるが妨げない「傍観」・「放任」

　（３）　子供を遅くまで遊ばせる。

　（４）　子供を思い切り泣かせる。

３）不幸な出来事を言う時に限られた言い方で

あるが、本当は何の責任もないのに、心理

的、主観的に責任を感じる表現

　（５）　娘を病気で死なせた。
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　 （スォ）（1996）は、「 　

（使動法とは、一般的に主語によって表される動

作主が他の動作主にある動作をするようにしむけ

ることを言う。ここでの動作とは、意志的行動だ

けでなく、事態の変化などを引き起こす作用も指

す。）」と言い、代表的な例として

　（ ６）

＜母が子供にミルクを飲ませる。＞

をあげている。そして、自動詞と形容詞も使役形

になりうると言って、次の例を挙げている。

　（７） 」
は自動詞「 」の使役形）

＜子供が氷を溶かす。＞

　（８） 」
は形容詞「 」の使役形）

＜人夫たちが道を広くする。＞

3　朝鮮語の動詞から派生した使役（形）動詞（注
2）と日本語の表現

　3・1　状態動詞から派生した使役形動詞

状態動詞　→　過程動詞　→　動作過程

動詞

　（ １）

＜道路が広い→道路が広くなる→

人夫たちが道路を広くする（広げ

る）。＞

　（ ２）

＜ダムが高い→ダムが高くなる→

人夫たちがダムを高くする（高め

る）。＞

　（ ３）

＜部屋が暖かい→部屋が暖かくな

る→母が部屋を暖かくする（暖め

る）。＞

　朴（1977）は上の例で、状態動詞（

）が起動化派生をして過程動詞（

）になり、また使役

化派生をして動作過程動詞（

）になると言っている（注３）。状

態動詞が動作過程動詞、言わば使役形動詞になる

と、今までなかった動作主が新しく加わることに

なるが、対象（道路、ダム、部屋）に対して使役

や命令、許容を表すのではなく、対象の変化に動

作性を附加する役割をする。したがって、使役形

動詞「 」「 」「 」はそ

れぞれ日本語の「広くする、広める」「高くする、

高める」「暖かくする、暖める」など他動詞や他

動詞に準ずる表現と対応する。

　（１）（２）（３）は動作主が有情物、対象が無

情物であったが、次の例は逆である。

　（ ４）

．

＜あの人との別れが私を悲しくし

た。＞

　（５）　　 ．

＜お金が人を愚かにする。＞

　（４）（５）の「 （あの人と

の別れ）」「 （お金）」は、動作主と言っても、

実は状態の変化をもたらす原因を表すだけであ

る。（４）（５）の使役形「 」「

」は日本語の「悲しくした」「愚かに

する」と対応する。

　存在詞「 」（ある）と「ＡはＢだ」のよう

な判断を表す表現は、朝鮮語においても日本語と

同様で使役形を持たない。

　3・2　過程動詞から派生した使役形動詞

　まず、次の例文を見てもらいたい。
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　（６）　　ａ　 ．

＜氷が溶ける。＞

　　　　　ｂ　 ．

＜湖の水が減る。＞

　このような過程動詞文は使役化派生をすると、

次のような動作過程動詞文になる。

　（７）　　ａ　 ．

＜母が氷を溶かした。＞

　　　　　ｂ　 ．

＜太陽が湖の水を減らした。＞

　（７）の各文には（６）の文になかった動作主

が新しく登場するが、それが有情物であれ無情物

であれ、対象に対する使役の意味はなく、状態動

詞の派生と同様に変化の過程に動作性を附加する

だけである。したがって、使役形動詞「 」

と「 」が日本語の他動詞と対応するのも当

然である。

　以上の考察から、状態動詞と過程動詞から派生

した使役形動詞は、接尾辞使役形か「 」

使役形かに関係なく日本語の他動詞と対応するこ

とが分かる。

　3・3　動作動詞から派生した使役動詞

　動作動詞から派生した使役動詞は、状態動詞や

過程動詞から派生した使役形動詞とは異なる性質

を持つ。次の例を見てみよう。

　（８）　　ａ　 ．

＜チョルスが行く。＞

　　　　　ｂ　 ．

＜スゥニが踊りを踊る。＞

　　　　　ｃ　 ．

＜スゥニが靴を履く。＞

　例（８）は動作主「チョルス」「スゥニ」の動

作を表す動作動詞文である。これらの文が使役化

派生をすると次のような文になる。

　（ ９）　 ａ

．

＜お父さんがチョルスを（に）

行かせた（行くように言っ

た）。＞

　　　　　ｂ

．

＜お母さんがスゥニに踊りを踊

らせる（踊るように言う）。＞

　　　　　ｃ

（注４）．

＜お母さんがスゥニに靴を履か

せる（履くようにする）。＞

　今までの例文は動作主が一人新しく登場して、

変化の過程に動作性を加える役割、即ち他動詞の

役割をしたが、例（９）には二人の動作主が登場

する。その中で、元の動作動詞文（８）の動作主（「チ

ョルス」と「スゥニ」）は実質的な動作を、新し

く登場した動作主（「お父さん」と「お母さん」）

は元の動作主に対して使役、命令、許容などの働

きをする。このように、使役動詞の表す意味の変

化にしたがって、日本語との対応関係も変わって

くる。（１）～（５）（７）では日本語の他動詞と

対応したが、（９）では「行かせる（行くように

言った）」「踊らせる（踊るように言う）」「履かせ

る（履くようにする）」のような使役表現と対応

する。

　（８）ｃの「 」からは（９）ｃのように

「 」と「 」の二通りの使役動詞

が派生する。「 」は間接的で、使役や

許容の意味を表すのに対して、「 」は許容

の意味はほとんどなく、使役或いは被使役者の意

思とは関係のない使役者の一方的な行動̶他動詞

とも解釈できる。

　3・4　動作過程動詞から派生した使役動詞

　最後に、動作過程動詞から派生した使役動詞の

性質を検討してみよう。

　（10）　　ａ　 ．

＜チョルスがご飯を食べた。＞

　　　　　ｂ　 ．

＜チョルスが服を着た。＞
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　　　　　ｃ　 ．

＜チョルスが本を読む。＞

　（10）は動作過程動詞文であるが、使役化派生

をすると（11）のような文になる。

　（11）　 ａ　

　 ．

＜お母さんがチョルスにご飯を

食べさせた。＞

　　　　　ｂ　

　 ．

＜お母さんはチョルスに服を着

させた（着せた）。＞

　　　　　ｃ　

．

＜お母さんがチョルスに本を読

ませる。＞

　 （11）はまた（12）のようにも言える。

　（12）　 ａ　

．

＜お母さんはチョルスにご飯を

食べさせた（食べるようにし

た）。＞

　　　　　ｂ　

．

＜お母さんはチョルスに服を着

させた（着るようにした）。＞

　　　　　ｃ　

．

＜お母さんはチョルスに本を読

ませる（読むようにする）。＞

　動作過程動詞から派生した使役動詞は動作動詞

から派生した使役動詞と同様なことが言える。つ

まり、元の文（10）の動作主「チョルス」は実

質的な動作を、使役化派生をした（11）（12）に

新しく登場した動作主「お母さん」は元の文の動

作主「チョルス」に対してある意味の働きをする。

詳しく言えば、（12）では使役・許容の働き、（11）

では使役の働き、或いは「お母さん」の直接的な

行動を想像させる。その故、（11）ｂの「 」

は日本語の他動詞「着せた」とも対応する。簡単

に使役、許容の意味を表すと言っても日本語の場

合は使役助動詞「～（さ）せる」以外に「～よう

にする（言う）」という表現もあるので、その詳

しい関係については３・５で検討することに

する。

　３・１から３・４までの考察をまとめてみると、

朝鮮語の状態動詞と過程動詞から派生した使役形

動詞は日本語の他動詞と、動作動詞と動作過程動

詞から派生した使役動詞は日本語の他動詞や「～

（さ）せる」、「ようにする（言う）」などと対応す

る。図で示すと下のとおりである。

　3・5　朝鮮語の使役動詞と「～（さ）せる」「よ
うにする（言う）」について

　３・１から３・４までは朝鮮語の使役（形）動

詞と他動詞を含めた日本語の使役表現との対応関

係を考察してきたが、ここでは朝鮮語の使役動詞

と「～（さ）せる」「ようにする（言う）」との関

係をより詳しく検討することにする。

　先に「～（さ）せる」と「ようにする（言う）」

の区別から考えてみよう。両者は、使役者の被使

役者に対する働きかけという点においては共通し
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朝鮮語 基本形 使役（形）動詞
対応する
日本語

状態動詞
母が部屋を暖かくする

（暖める）。

母が氷を溶かした。

お父さんがチョルスを
（に）行かせた（行くよ
うに言った）。

おかあさんはチョルスに
服を着させた（着せた）

（着るようにした）。

他動詞

過程動詞 他動詞

動作動詞
「せる」
「ように言
う」

動作過程
動詞

他動詞
「させる」
「ようにす
る」



ているが、その働きかけによる被使役者の状態の

変化や動作の実現を含意するかどうかという点に

おいては異なる。「～（さ）せる」は、寺村

（1982）の使役についての捉え方、特に「……

それが主役としてはじめの事象がいわば描きなお

される……」と言う言葉から分かるように、使役

文はいわゆる「はじめの事象」を含むのである。

言い換えると、使役文は使役者の被使役者に対す

る働きかけのみならず、その働きかけによる被使

役者の状態の変化や動作の実現を含意するという

ことである。これに対して「ようにする（言う）」

は、被使役者の状態の変化や動作の実現は問題に

せず、被使役者に対する使役者の働きかけのみに

重きを置く。

　次の例をもって両者の区別を詳しく見てみよ

う。

　（13）　  ａ　医者はあらゆる手を尽くして病

人を回復させた。

　　　　　ｂ　太郎はゼリーを冷蔵庫に入れて

固まらせた。

　（14）　  ａ　医者はあらゆる手を尽くして病

人を回復するようにした。

　　　　　ｂ　太郎はゼリーを冷蔵庫に入れて

固まるようにした。

　（13）は「医者」と「太郎」の働きかけのみな

らず、病人が回復したことやゼリーが固まったと

いう状態の変化も示唆する。一方、（14）ａは病

人がまだ回復していないこと、（14）ｂはゼリー

がまだ固まっていないことになる。つまり、「～

（さ）せる」を使った（13）は被使役者（「病人」、

「ゼリー」）の状態変化や作用の実現を含意する

が、「ようにする（言う）」を使った（14）は使

役者の働きかけだけを表していて、その結果被使

役者「病人」、「ゼリー」がどうなったかは問題に

していない。その故、（13）に打ち消しの表現を

加えると不自然な文になるが、（14）の場合は打

ち消しの表現を加えてもあいかわらず自然な表現

である。

　（13）  ’ ａ　医者はあらゆる手を尽くして病

人を回復させたが、回復しなか

った。

　　　　　b　太郎はゼリーを冷蔵庫に入れて

固まらせたが、固まらなかった。

　（14）  ’ ａ　医者はあらゆる手を尽くして病

人を回復するようにしたが、回

復しなかった。

　　　　　ｂ　太郎はゼリーを冷蔵庫に入れて

固まるようにしたが、固まらな

かった。

　続けて朝鮮語の接尾辞使役形を見てみよう。

　（15） ．

＜母は子供にご飯を食べさせ

た。＞

　（15）にさらに補助動詞「 」、否定助動詞

「 」、尊敬の意味を表す助詞「 」を附加する

と（16）のようになる。

　（16）　 ａ　

．

＜母が子供にご飯を食べさせてみ

た。＞

　　　　　ｂ　

．

＜母が子供にご飯を食べさせなか

った。＞

　　　　　ｃ　

．

＜お母さんが子供にご飯を食べさ

せた。＞

　（16）から分かるように、使役接尾辞「 」は

いかなる場合においても動詞「 」の語幹「

」に付いている。「～（さ）せる」の場合も同様

で、「～（さ）せる」と動詞連用形の間に他の成

分が挿入することはない。（15）の日本語訳文「母

は子供にご飯を食べさせた。」に補助動詞「みる」、

助動詞「ない」「だろう」などを加えてみると（17）

のようになる。

　（17）　ａ　母は子供にご飯を食べさせてみ

た。
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　　　　　ｂ　母は子供にご飯を食べさせなか

った。

　　　　　ｃ　母は子供にご飯を食べさせただ

ろう。

　そして（15）の「 」の「 」は完了を

表すが、「母」「子供」「ご飯」とは離れていても、「子

供」の動作である「 」と「母」の働きかけ「

」とはくっついているので、「 」にも「 」に

も機能する。つまり、「 」は「母」の働き

かけのみならず、「子供」の「食べる」という動

作の実現も含意する。したがって、「 」は

「食べさせた」と対応する。例（11）の「

」「 」が「着させた（着せた）」「読ませる」

と対応するのも同じ理由である。

　しかし、「 」使役形の場合は状況が異

なる。接尾辞使役形の場合には、使役者の働きか

けと被使役者の動作を表す表現がくっついてい

て、あたかも一つの単語のようにふるまっていた

が、「 」使役形の場合はそれが離れている。

例えば「 （食べさせる）」のように被

使役者の動作「 （食べる）」と使役者の働

きかけ「 」は離れているのである。その

ため、「 」の完了形「 」

を見ると、完了の意味を表す「 」は使役者の働

きかけ「 」には機能しやすいが、離れている

「 」には機能しにくくなっている。では、「完

了、過去」の意味を表す「 」はどうい

う場合に被使役者の動作に機能し、どういう場合

に機能しないだろうか。それは使役文が表す意味

と関係があるようである。使役文が放任、許容の

意味を表現する時には機能し、使役や誘発の意味

を表現するときには必ず機能するとは限らないと

思う。なぜならば、放任と言うのはすでに始まっ

たか、あるいは始まろうとするのを妨げられるの

に妨げなかったことであり、許容は、先に希望や

望みがあって、それに対して許可するのであるか

ら、使役者が放任、許可する限り被使役者の動作

が実現されない理由がない。一方、使役や誘発の

場合には、自分が期待していなかったことや嫌う

ことをやらせられることもありうるので、被使役

者の動作が必ずしも実現されたとは限らない。言

い換えると、「 」が放任、許容の意味を

表すときには被使役者の動作の実現を含意し、使

役や誘発の意味を表す時には含意しないこととな

る。

　この意味から見ると、「 」が放任、許

容の意味を表すときには「～（さ）せる」と、使

役や誘発の意味を表す時には「ようにする」と対

応すると言っていいだろう。但し、使役と言って

も、二人の関係から見て、使役者の意思のとおり

にやらなければならないときには「～（さ）せる」

と対応すべきである。

　（18）　

　 ．

＜母は子供を映画に行かせた。＞

　（19）　

　 ．

＜母は子供を遅くまで遊ばせた。＞

　（20）　

．

＜氷を外に出して溶けるようにした

が、寒くてまだ溶けていない。＞

　（21）　

．

＜母は私に手紙を書くように言った

がまだ書いていない。＞

　（22）　

．

＜社長は課長をアメリカに出張させ

た。＞

　（18）は映画を見に行きたがっている子供に対

する許可、（19）は楽しく遊んでいる子供を見て

「せっかくの休みだから」と思って、帰る時間に

なったのにもかかわらず知らんぷりをする放任と

解釈できる。従ってこのときの「 」は被

使役者の動作の実現を含意するので「～（さ）

せる」と対応する。（20）と（21）は、使役者「私」

と「母」の働きかけはあるのに対して、対象物「

（氷）」の状態変化、被使役者「私」の動作
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はまだ実現していない状況なので、「ようにする

（言う）」しか用いられない。（22）は使役の意味

で用いられているが、「社長」は「課長」にとっ

て絶対的な権威者であるので、「課長」の動作が

実現されない状況は普通にはないことである。だ

から、使役者と被使役者の関係が厳しい上下関

係の場合には、「 」であっても「～（さ）

せる」を使用したほうがよかろう。

　続けて次の例文を見てみよう。

　（23）　 ．

＜私は彼に勉強できないようにし

た。＞

　（24）　 ．

＜私は彼を行けないようにした。＞

　（23）（24）は使役者が被使役者を妨げること

を表す。この時、否定助動詞「 （ない）」は使

役助動詞「～（さ）せる」に先行して動詞に接続

する。ところが、「～（さ）せる」は「ない」に

は接続できないので「ようにする（言う）」しか

用いられない。

　4　まとめ

　以上、朝鮮語の四種類の動詞から派生した使役

（形）動詞と日本語の他動詞 ､「～（さ）せる」「～

ようにする（言う）」との関係を考察してきたが ､

図表で示すと次の通りである ｡

注
１　アンダーラインは筆者が引いたものである。

２　状態動詞と過程動詞から使役化派生した動詞は使役形とい

っても使役の意味がないので使役形動詞といい ､ 動作動詞と

動作過程動詞から派生した動詞は使役の役割の意味があるの

で使役動詞と言うことにする ｡

３　朝鮮語の使役形には「 」接尾

辞使役形と「 」使役形の２種類がある。

４　接尾辞「 」は制限性がある

ので少数の動詞にしか接続しない。その故、「 ｣「 」

は「 」使役形しかない。
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状態動詞と過程動詞か
ら派生した使役形動詞

他動詞 あらゆる場合

動作動詞と
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から派生し
た使役動詞

接尾詞
使役形

「 」
使役形

他動詞
被使役者の意思を
全く無視

「～（さ）せる」
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の意味を表す

「～（さ）せる」
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被使役者が上下関
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の意味

「～ようにする
（言う）」
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